
国際経済連携WG
主査　安居 祥策

査証（ビザ）観光
就学・留学（就労への転換促進)
就労（商務数次（マルチ）ビザ発給、IT技術者等）
資格者就労（医師、看護士、介護士、
　　　　　　　　　　　マッサージ師）
グリーンカード（永住権付与要件緩和）
研修期間の延長

教育 大学誘致等
医療 外国人医師の医療行為容認等

規格・基準の相互認証
検査・検定の国際標準化
空港・港湾 輸出入

手続き簡素化（ＩＴ化など）
国内外輸送の円滑化

税務などの解釈の明確化（文書回答制度の拡充）
ワンストップサービス・ＩＴ化
医療、福祉、教育、農業など
新規参入促進、商取引慣行の適正化

企業再編方策（三角合併、ＴＯＢ規制の緩和）
起業の促進、会社登記など手続の簡素化
人材確保策の充実

コーポレートガバナンスの充実

規格・許可要件の
緩和、国際標準化

生活環境の充実

２００３/５/６

就労・就学機会の
拡大

コンテンツの充実

行政手続き

貿易の水際政策と
流通体制の整備

官製市場の開放

情報インフラの整備

投資・企業環境の
整備

資本市場の透明
性・信頼性の向上

知的財産の保護

観光

　　　　　　　　　移民政策

国境を越えた「ヒ
ト」の移動、挑戦
が可能な社会

「モノ」の移動がス
ムースに行われる
環境

透明で安心な投
資・資本市場の整
備

公平で安全確実
な「情報」の取得
が可能なシステム

内外格差のない
「サービス」の享
受

国際経済連携ＷＧ　　　検討項目整理（案）

短期的課題 長期的課題

第二公用語

              　　　貿易自由化

　　　　　　税の国際標準化（租税協定など）

＜基本的な考え方＞＜基本的な考え方＞＜基本的な考え方＞＜基本的な考え方＞
・我が国の経済を一層活性化し国際競争力を強化するために、東アジア自由経済圏の確立など各国との経済連携を促進する。
・経済のグローバル化の進展の中で、開かれた日本としてのシステムを再構築するために国内のシステムを見直し、規制の共通化・標準化を推進する。
＜手法＞＜手法＞＜手法＞＜手法＞
・「ヒト」「モノ」「カネ」「サービス」「情報」という視点から絞込みを行い、中長期的課題とともに具体的な短期的課題について取り上げる。

　　　　　　　　　　　　対日投資推進組織

EPA（経済連携協定）の推進EPA（経済連携協定）の推進EPA（経済連携協定）の推進EPA（経済連携協定）の推進
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